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 要  旨 
 大規模化学プラントや大型倉庫のような巨大で複雑な施設では、誤報や欠報を防ぎ、高信頼度
な安全監視システムが必要不可欠である。それゆえに、安全監視システムについて様々な研究が
なされてきたが、従来の固定型センサシステムを用いて誤報・欠報を防ぐためには、大量のセン
サが必要となり、コストなどの問題が生じる。 
 そこで、従来のセンサシステムの問題を解決する可能性のある自律移動型センサシステムの 1
つである、アリ型センサ群システムに注目した。このシステムにより、センサ群が監視対象領域
の全域を均一に監視でき、異常発見時にセンサを集めることができることが既に示されている。 
 しかし、アリ型センサ群システムの研究はトーラスな領域モデルで検証シミュレーションを行
っており、実際の領域に存在する壁や障害物が考慮されていない。そこで本研究では、壁や障害
物が存在する領域に対して有効な制御手法を提案し、均一に監視ができることを示す。 
 実験 1 では、壁の存在する領域に対して 5 つの手法を提案し、各手法の監視の均一性と拡散性
を比較した。その結果、壁の周辺を制御するためには、センサが壁に近づいた場合、壁の手前の
セルのフェロモンの蓄積量を比較して移動方向を選択する手法が最も望ましいことがわかった。 
 実験 2 では、実験 1 の結果からセンサ群が最も均一に満遍なく監視ができた制御手法を用いて、
壁の存在する領域をより均一に監視するのに適切なアリ型センサ群システムのフェロモン散布の
パラメータ(高さ h、半径w )を検討した。望ましい高さと半径の関係は、フェロモン散布の高さ
が小さい場合には、領域の広さとフェロモンの散布量に対する関係式 1NSS  に依存し、大きい
場合には、センサの監視半径uに依存することがわかった。 
 実験 3 では、障害物を 3 つのパターンで領域に設置し、壁と障害物が存在する領域を均一に監
視できるような制御手法を 2 手法提案した。領域に固定された障害物に対しては、壁と同様に、
センサが障害物に近づいた場合、障害物の手前のセルのフェロモンの蓄積量を比較して移動方向
を選択する手法が望ましいことがわかった。そして、大型倉庫のように障害物が時間によって移
動する場合には、障害物の方向のフェロモンの蓄積量を比較せず、障害物以外の方向のみを比較
して移動方向を選択する手法が望ましいことがわかった。 
 本研究により、実際の領域でアリ型センサ群システムが領域を均一に監視できることを示した。
今後、異常発生時に壁や障害物が存在する領域に対して速やかに異常を発見できるような制御の
提案が望まれる。 
 
